
*蔵 王 協 議 会
[概要]

設置：平成１４年８月８日

事業： (1) 卒後臨床研修体制（卒前教育～専門医研修）の整備等に

関すること。
(2) 関連医療施設との連携に関すること。
(3) 地域の医師の適切な配置に関すること。
(4) 医療事故調査制度への対応に関すること。
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地域医療医師適正配置委員会
「2005（平成17年発足）」



地域医療医師適正配置委員会

平成１７年７月２０日発足

地域医療適正配置委員会

行政（県）
看護協会等

●住民（自治体）の要求 ≠ 医師不足

●公正な第三者評価機構が必要。

医師の適正配置

県民代表関連病院会
医学部

附属病院





適正配置委員会委員







*

山形大学蔵王協議会において、県内の医
療機関別の診療機能や経営状況、患者の
受療動向、医師の勤務実態などについて
各種調査研究を継続的に実施し、医療提
供体制の全県域的な現状把握（調査分析
は医療政策学講座担当）

調査結果は、大学においては蔵王協議会
や医師適正配置委員会などにおける議論
に、山形県においてはさまざまな審議会
などでの県内医療提供体制の検討に活用
され、県内の医療資源の適正配置に貢献

個々の病院長からの主観的な要望では
なく、地域ごとの患者数等を踏まえて、
医療ニーズや他の病院における医師配
置とのバランスを考慮し、限られた医
師配置の「全体最適」を図る
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２０１４年１２月８日

山形大学大学院医学系研究科

医療政策学講座教授

村上 正泰



県内医療機関を取り巻く状況

病院機能の見直しを図らなければ
住民ニーズへの対応も持続的な経営も困難10

医療制度改革
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2011年患者数 2025年増減率

入院 外来 入院 外来

総数（人） 6,792 34,004 +14% -2%

1 感染症 113 772 +14% -8%

2 新生物 740 1,045 +7% +1%

3 血液 34 100 +15% -5%

4 内分泌 188 1,971 +18% +1%

5 精神 1,340 987 +1% -7%

6 神経系 592 732 +15% +6%

7 眼 59 1,413 +8% +2%

8 耳 13 532 0% -6%

9 循環器 1,346 4,758 +25% +10%

10 呼吸器 484 3,144 +25% -15%

2011年患者数 2025年増減率

入院 外来 入院 外来

11 消化器 325 5,898 +12% -7%

12 皮膚 81 1,144 +18% -8%

13 筋骨格 324 4,912 +15% +6%

14 腎尿路 245 1,238 +17% -2%

15 妊娠 70 55 -24% -23%

16 周産期 27 11 -26% -26%

17 奇形 24 50 -20% -17%

18 その他 98 388 +21% -3%

19 損傷 653 1,442 +19% -7%

20 保健 38 3,412 +0% -7%
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医療機関 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

基幹病院 12,435 12,300 11,973 11,491 10,753 9,956 9,132 

非基幹病院 8,502 8,597 8,548 8,367 8,172 7,875 7,392 

診療所 21,550 21,271 20,798 20,286 19,418 18,240 16,775 

合計 42,488 42,167 41,319 40,145 38,343 36,072 33,300

医療機関 2012年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

基幹病院 0.0% -1.1% -3.7% -7.6% -13.5% -19.9% -26.6% 

非基幹病院 0.0% 1.1% 0.5% -1.6% -3.9% -7.4% -13.1% 

診療所 0.0% -1.3% -3.5% -5.9% -9.9% -15.4% -22.2% 

合計 0.0% -0.8% -2.8% -5.5% -9.8% -15.1% -21.6%

（対2012年
比）※「総患者数」は、ある1日の入院患者数と外来患者数（その日受診していない通院患者を含む）を

足し合わせた値である。
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2011年患者数 2025年増減率

入院 外来 入院 外来

総数（人） 1,120 5,387 +1% -12%

1 感染症 19 118 +1% -18%

2 新生物 122 170 -5% -10%

3 血液 6 15 +2% -16%

4 内分泌 31 322 +5% -9%

5 精神 216 150 -9% -17%

6 神経系 98 119 +2% -6%

7 眼 10 228 -5% -9%

8 耳 2 83 -11% -15%

9 循環器 227 796 +11% -2%

10 呼吸器 81 462 +12% -24%

2011年患者数 2025年増減率

入院 外来 入院 外来

11 消化器 54 917 -1% -17%

12 皮膚 14 173 +5% -17%

13 筋骨格 54 815 +2% -7%

14 腎尿路 41 197 +4% -12%

15 妊娠 9 7 -27% -27%

16 周産期 4 1 -33% -33%

17 奇形 3 7 -30% -26%

18 その他 16 61 +7% -13%

19 損傷 109 221 +6% -17%

20 保健 6 526 -7% -16%



蔵王協議会研修部会・山形県専門医制度対応委員会規程の制定について
（山形県専門医地域医療協議会）

（趣旨）

第1条 蔵王協議会部会規程第5条第2項の規定に基づき，山形県における専門医制度への対応について協議するため，
研修部会の下に山形県専門医制度対応委員会（以下、｢委員会｣という。）置く。

（組織）

第2条 委員会は，次に掲げる委員で組織する。
(1) 山形県健康福祉部の代表 1名
(2) 山形県自治体病院協議会の代表 1名
(3) 山形県医師会の代表 1名
(4) 山形大学医学部の代表 4名（外科系、内科系、教育、医療政策から各1名）
(5) 山形大学関連病院会の代表 3名
(任期)

第3条 委員の任期は2年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。
2 前項に掲げる委員は，再任することができる。
(委員長)

第4条 委員会に委員長を置き，山形大学医学部総合医学教育センター長を充てる。
2 委員長は，委員からの要請がある場合には，委員会を招集し，その議長となる。
3 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を代理する。
(委員以外の者の出席)

第5条 委員長あるいは委員会が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を得て，意見を求めることができる。
(その他)

第6条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関する必要な事項は，蔵王協議会の議を経て，蔵王協議会会長が別に定めることができる。
附 則

1 この規程は，平成29年7月19日から施行する。
2 山形大学蔵王協議会研修部会・専門研修小委員会は廃止する。



蔵王協議会研修部会・山形県専門医制度対応委員会名簿

山形県健康福祉部の代表

山形県健康福祉部医療統括監 阿 彦 忠 之

山形県自治体病院協議会の代表

山形市立済生館病院事業管理者 平 川 秀 紀

山形県医師会の代表

山形県医師会副会長 中 目 千 之

山形大学関連病院会の代表

山形大学関連病院会会長
（山形県・酒田市病院機構理事長）

栗 谷 義 樹

山形県立中央病院長 細 矢 貴 亮

小国町立病院長 阿 部 吉 弘

山形大学医学部の代表

山形大学医学部外科学第二講座教授 貞 弘 光 章

山形大学医学部内科学第二講座教授 上 野 義 之

○ 山形大学医学部総合医学教育センター長 佐 藤 慎 哉

山形大学医学部医療政策学講座教授 村 上 正 泰

任期：平成29年7月19日～平成31年3月31日
山形県専門医制度対応委員会規程第5条に基づき○印の委員が委員長





（17名）

医師リフレッシュ研修後の勤務状況

（2016.10末までの集計）2名県内勤務者
15名県外勤務者

6名県内勤務者
11名県外勤務者

【研修
前】

【研修
後】

１

年度 年齢 前職 施設 勤務地 研修後職種 施設 勤務地

19 38 外科医 大学病院 岡山県 内科医 公立病院 山形県

19 35 内科医 大学病院 石川県 内科医 公立病院 山形県
19 58 精神科医 公立病院 山形県 内科医 診療所 山形県
19 54 精神科医 公立病院 岩手県 精神科医 公立病院 岩手県

20 58 脳神経外科医 公立病院 高知県
内科医、

脳神経外科医
診療所 高知県

21 58 内科医 診療所 滋賀県 内科医 公立病院 山形県
21 39 救急医 公立病院 山形県 救急医 公立病院 山形県
21 72 内科医 私立病院 埼玉県 内科医 私立病院 埼玉県

21～22 59 形成外科 公立病院 群馬県 内科医 診療所 千葉県
23 50 外科医 公立病院 兵庫県 内科、外科医 診療所 兵庫県

23 49 社会医学 大学医学部 宮城県
内科医

（精神科医）
私立病院 山形県

25 46 耳鼻科 診療所 青森県 耳鼻科 診療所 青森県
26～27 40 法医学 公的機関等 東京都 法医学 公的機関 東京都

27 66 産業医 一般企業 東京都 内科 医療機関 東京都

27 44 産婦人科医 診療所 宮城県
産婦人科医
（研修中）

診療所 宮城県

28 73 基礎医学 医療専門学校 千葉県 内科医 診療所 東京都

28 62 内科医 診療所 東京都
内科医、眼科医
（研修中）

診療所 東京都

赤字は、研修後、勤務地が県外から県
内に変更したもの



潜在看護師研修コース

もう一度復職を考えている有資格者

不安な看護技術を明確にしてトレーニング項
目と日程をオーダーメイドで設定
【給与支給有り就職（実践）訓練】

■基礎看護技術
■注射・採血・
輸血

■電子カルテ
操作

■吸引
■感染対策
■医療安全
■個人情報保護
■インフォーム
ドコンセント

■心肺蘇生法
■褥瘡予防
■救急看護
■血糖測定
■人工呼吸器
■ＭＥ機器
■緩和ケア
■ＮＳＴ
■がん化学療法

■看護部研修へ
の参加
■講義講演

希望
病棟
で
実践

カウンセリング
獲得度を確認



リフレッシュ研修（潜在看護師コース）
研修受入れ後の復職状況

山形大学に復職 ３６名

山形大学以外に復職 １６名

研修中 ３名

復職なし ９名

合計 ６４名

（平成22年12月～平成28年10月現在の実績）
２



* 山形県医療安全支援協議会 組織図

協議会
初動体制対応委員会

（委員長：中目 山形県医師会副会長）

初期報告支援委員会

（委員長：佐藤 山形大学附属病院副院長）

画像・解剖支援委員会

（委員長：細矢 山形県立病院長）

調査委員会設立支援委員会

（委員長：根本 山形大学医学部附属病院長）

調査報告書作成支援委員会

（委員長：嘉山 山形大学医学部参与）

顧 問：德永 正靱（山形県医師会会長）

会 長：嘉山 孝正（山形大学蔵王協議会会長）

副 会 長：栗谷 義樹（山形大学関連病院会会長）
副 会 長：中目 千之（山形県医師会副会長）

運営委員：阿彦 忠之（山形県健康福祉部医療統括監）
永田 秀昭（山形県歯科医師会会長）
井上 栄子（山形県看護協会会長）
東海林 徹（山形県薬剤師会会長）
佐藤 陽子（山形県助産師会会長）
山下 英俊（山形大学医学部長）
根本 建二（山形大学医学部附属病院長）
佐藤 慎哉（山形大学医学部附属病院副院長）
細矢 貴亮（山形県立中央病院院長）
平川 秀紀（山形市立病院済生館館長）
三科 武（鶴岡市立荘内病院院長）
八戸 茂美（山形県立新庄病院院長）
林 雅弘（公立置賜総合病院院長）
渡邊 孝男（米沢市立病院院長）
濱崎 允（山形済生病院院長）
篠田 昭男（篠田総合病院院長）
仁科 盛之（三友堂病院院長）
山腰 俊昭（山形大学医学部事務部長）
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